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換!線:，fj繋tこ5cm大の腕鯨騒が発Jtされた. MG の !jÌ~状はなく， iA 
AChR拭件は陰性だった.また，務査の擦に S~犬結路惑も発えされた.
2005 iC 2 123 誌に総背IE~t:t~創立}で檎綴 j鈎線級縞除新を路行した. i手i
!接続の掲:r!l!!1T}i1立玄関lWJでWHOtypc B2だった.3 n 28El tこ腹腔鏡
下S状結縁ij]捻街を諸行した.4月上旬:ご MGを発銀し SfHこ急性
i詩怒して人T呼吸器管壊を!裂した.MG 'iHE後LifjtAChR詑体的iが
22nmolilと様性になっていた.ステロイドパルス線j去と免疫i投議終
法でクリーゼは脱したが，ブレドニゾロンとタクc11)ムスを投与して
も起立部総な殺の全身結力紙 fがj翠怒した.腕線左側のJl1紡切殺が不
1づ〉だったことがMGを発悲した凶内閣であると考え， 1Jj9!]!こ綴議
離方切鎮で!臨機;在鱒の脂肪を皆j除した.持j徐路紡織内{こ続殺緩や線総
選i織は認められ舎かった.衝後50m歩行が可能にな 1)，抗AChH抗体
総は紋下顎向である.我;在プレドニゾロンとタク U1)ムスを減数rlで
ある.1結言語j務部の抗AChR抗体が陰殺のt'vlG;Jt合併鈎線接に対し
ても拡大錨線総競艇機縁講を務行することカセ71ましいと考える，
EI呼外会誌、 20巻3号泣()()6ij:5月j
